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本
書
は
、
著
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
執
筆
し
て
き

た
研
究
論
文
を
、
還
暦
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
棚
卸

し
し
て
再
構
成
し
た
論
文
集
で
あ
る
。
副
題
に
も
あ

る
と
お
り
、
本
書
は
、「
第
Ⅰ
部 

会
計
上
の
課
題
」、

「
第
Ⅱ
部 

監
査
上
の
課
題
」
お
よ
び
「
第
Ⅲ
部 

コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
課
題
」
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

本
書
の
「
序
」
に
お
い
て
著
者
も
述
べ
て
い
る
と

お
り
、
日
本
で
は
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
を

語
る
場
合
に
、
ま
ず
会
計
ま
た
は
開
示
基
準
等
の
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
次
い
で
そ
れ
ら
に
従
っ
て
作

成
さ
れ
る
情
報
の
信
頼
性
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代

の
会
計
・
監
査
の
領
域
、
と
く
に
２
０
０
２
年
に
ア

メ
リ
カ
で
制
定
さ
れ
た
サ
ー
ベ
イ
ン
ズ
＝
オ
ッ
ク
ス

リ
ー
法
以
後
の
状
況
下
で
は
、
開
示
さ
れ
る
情
報
の

作
成
方
法
（
会
計
基
準
）
や
情
報
の
適
正
性
の
チ
ェ

ッ
ク
方
法
（
監
査
基
準
）
の
議
論
に
先
立
つ
、
企
業

内
の
情
報
の
作
成
プ
ロ
セ
ス
の
適
正
化
、
つ
ま
り
、

内
部
統
制
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
議
論
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
書
の
第
Ⅲ
部
か
ら
は
、
金
融
庁
企
業
会
計
審
議

会
内
部
統
制
部
会
長
と
し
て
、
日
本
の
内
部
統
制
報

告
制
度
の
創
設
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
著
者
が
、

内
部
統
制
の
制
度
化
の
議
論
が
提
起
さ
れ
る
遥
か
以

前
か
ら
、
内
部
統
制
の
問
題
に
国
際
的
視
野
を
も
っ

て
取
組
ん
で
き
た
こ
と
、
お
よ
び
適
正
な
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
内
に
お

け
る
自
律
的
な
会
計
情
報
の
作
成
プ
ロ
セ
ス
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、
著
者
の
一
貫
し
た
考
え
方

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
本
書
の
第
Ⅰ
部
お
よ
び
第
Ⅱ
部
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
会
計
お
よ
び
監
査
の
領
域
に
つ
い
て

も
、
単
に
、
会
計
基
準
等
の
比
較
制
度
的
な
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
Ⅰ
部
で
は
、
会

計
情
報
の
範
囲
の
拡
大
や
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
見
積

り
要
素
の
増
加
、
さ
ら
に
は
、
会
計
操
作
の
問
題
等

の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
す
る
今
日
的
な
課
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
続
く
第
Ⅱ
部
で
は
、
そ
れ
ら
に

対
す
る
情
報
の
信
頼
性
の
確
保
を
い
か
に
図
る
か
と

い
う
観
点
か
ら
、
不
正
摘
発
型
の
監
査
や
内
部
監

査
、
保
証
業
務
の
拡
大
等
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
考
察
に
お
け
る
著

者
の
立
場
は
、
今
日
の
変
革
の
渦
中
に
あ
る
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
担
う

べ
き
は
専
門
知
識
と
高
い
倫
理
観
を
保
持
し
た
会
計

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
認
会
計
士
等
の
会
計
職
業

専
門
家
）
以
外
に
は
な
く
、
一
方
、
更
な
る
重
い
責

任
を
課
せ
ら
れ
る
会
計
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し

て
は
、
そ
の
独
立
不ふ

羈き

の
判
断
を
あ
く
ま
で
も
尊
重

す
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

本
書
は
、
今
後
、
国
際
会
計
基
準
の
導
入
等
の
大

き
な
変
革
が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
本
の
資
本
市
場
ま

わ
り
の
議
論
に
当
た
っ
て
、
数
多
く
の
貴
重
な
内
容

を
含
む
研
究
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
は
、
会

計
・
監
査
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
、
い
わ
ば
三
位
一

体
の
議
論
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
読
者
に
実
感
さ
せ

る
啓
発
の
書
と
も
な
っ
て
い
る
。

是
非
、
ご
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

（
大
学
院
会
計
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
科
教
授
）


